
JP 2018-506396 A 2018.3.8

10

(57)【要約】
　トップシート(11)と、衣類対向側(10)に配置されたバ
ックシート(12)と、トップシート(11)とバックシート(1
2)との間に封じ込められた吸収性コア(13)と、1対の立
体ギャザー(14、15)とを有する吸収性物品(1)。トップ
シート(11)および立体ギャザー(14、15)は、特定の剛さ
、柔らかさ、および滑らかさの特性を有するシート材料
を備えている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　着用者対向側(9)と衣類対向側(10)とを有する吸収性物品(1)であって、縦方向(L)およ
び横方向(T)に延び、前端部部分(2)と、後端部部分(3)と、前記端部部分(2、3)の中間に
位置する股部分(4)とを有し、前記吸収性物品(1)は、前記着用者対向側(9)に配置された
トップシート(11)と、前記衣類対向側(10)に配置されたバックシート(12)と、前記トップ
シート(11)と前記バックシート(12)との間に封じ込められた吸収性コア(13)と、前記着用
者対向側(9)に配置され、実質的に前記縦方向(L)に延びる1対の立体ギャザー(14、15)と
を備える、吸収性物品(1)において、
　前記トップシートは、2.3mm/N～20mm/Nの剛さ(D)を有するシート材料を備え、各立体ギ
ャザー(14、15)は、2.0mm/N～20mm/Nの剛さ(D)を有するシート材料を備え、ここにおいて
剛さは本明細書で説明した柔らかさ試験方法に従って測定されるものであり、
　前記トップシート(11)シート材料は、4.5dB V^2rms以下の柔らかさ(TS7)を有し、前記
立体ギャザーシート材料(14、15)は5.0dB V～2rms以下の柔らかさ(TS7)を有し、ここにお
いて柔らかさは、各シート材料の表面上で、本明細書で説明した前記柔らかさ試験方法に
従って測定されるものであり、
　前記トップシート(11)シート材料は、4dB V^2rms以下の滑らか(TS750)を有し、前記立
体ギャザー(14、15)シート材料は、7.0dB V^2rms以下の滑らかさ(TS750)を有し、ここに
おいて滑らかさは、各シート材料の表面上で、本明細書で説明した前記柔らかさ試験方法
に従って測定されるものであることを特徴とする吸収性物品。
【請求項２】
　前記トップシート(11)シート材料の前記剛さと前記立体ギャザー(14、15)シート材料の
前記剛さとの合計は4.5mm/N以上である、請求項1に記載の吸収性物品。
【請求項３】
　トップシート(11)シート材料の前記柔らかさと前記立体ギャザー(14、15)シート材料の
前記柔らかさとの合計は8.0dB V^2rms以下である、請求項1または2に記載の吸収性物品。
【請求項４】
　前記トップシート(11)シート材料の前記滑らかさと前記立体ギャザー(14、15)シート材
料の前記滑らかさとの合計は8.0dB V^2rms以下である、請求項1から3のいずれか一項に記
載の吸収性物品。
【請求項５】
　前記トップシート(11)シート材料の前記剛さと前記立体ギャザー(14、15)シート材料の
前記剛さとの差は0.5mm/N以下である、請求項1から4のいずれか一項に記載の吸収性物品
。
【請求項６】
　前記トップシート(11)シート材料の前記滑らかさと前記立体ギャザー(14、15)シート材
料の前記滑らかさとの差は3.0dB V^2rms以下である、請求項1から5のいずれか一項に記載
の吸収性物品。
【請求項７】
　前記トップシート(11)の前記シート材料と各立体ギャザー(14、15)の前記シート材料は
少なくとも、前記吸収性物品(1)の前記股部分(4)に重なる前記トップシート(11)と前記立
体ギャザー(14、15)の部分を形成する、請求項1から6のいずれか一項に記載の吸収性物品
。
【請求項８】
　前記トップシート(11)の前記シート材料と各立体ギャザー(14、15)の前記シート材料の
前記部分は、少なくとも前記吸収性物品(1)が着用者によって着用されるとき、互いに隣
り合わせにまたは重なり合って配置される、請求項7に記載の吸収性物品。
【請求項９】
　前記バックシート(12)は、本明細書で説明した前記柔らかさ試験方法に従って測定して
2.0mm/N～20mm/Nの剛さ(D)を有するシート材料を備え、前記バックシート(12)シート材料
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は、前記バックシート(12)シート材料の表面上で、本明細書で説明した前記柔らかさ試験
方法に従って測定して、16以下の柔らかさ(TS7)を有する、請求項1から8のいずれか一項
に記載の吸収性物品。
【請求項１０】
　前記バックシート(12)シート材料の前記剛さと前記立体ギャザー(14、15)シート材料の
前記剛さとの合計は4.5mm/N以上である、請求項9に記載の吸収性物品。
【請求項１１】
　前記バックシート(12)シート材料の前記柔らかさと前記立体ギャザー(14、15)シート材
料の前記柔らかさとの合計は19dB V^2rms以下である、請求項9または10に記載の吸収性物
品。
【請求項１２】
　前記バックシート(12)の前記シート材料の前記剛さと前記立体ギャザーシート材料(14
、15)の前記剛さとの差は0.8mm/N以下である、請求項9から11のいずれか一項に記載の吸
収性物品。
【請求項１３】
　前記バックシート(12)の前記シート材料と各立体ギャザー(14、15)の前記シート材料は
少なくとも、前記吸収性物品(1)の前記股部分(4)に重なる前記バックシート(12)と前記立
体ギャザー(14、15)の部分を形成する、請求項9から12のいずれか一項に記載の吸収性物
品。
【請求項１４】
　前記バックシート(12)の前記シート材料と各立体ギャザー(14、15)の前記シート材料の
前記部分は、互いに隣り合わせにまたは重なり合って配置される、請求項13に記載の吸収
性物品。
【請求項１５】
　前記バックシート(12)シート材料は繊維の不織布材料を含む、請求項9から14のいずれ
か一項に記載の吸収性物品。
【請求項１６】
　前記立体ギャザー(14、15)シート材料は繊維の不織布材料を含む、請求項1から15のい
ずれか一項に記載の吸収性物品。
【請求項１７】
　前記トップシート(11)シート材料は繊維の不織布材料を含む、請求項1から16のいずれ
か一項に記載の吸収性物品。
【請求項１８】
　不織布材料は、ポリオレフィン含有繊維、好ましくはポリプロピレン含有繊維を含み、
前記プロピレンは好ましくは50重量%以上の量で存在する、請求項15から17のいずれか一
項に記載の吸収性物品。
【請求項１９】
　前記繊維は、好ましくは0.1重量%～5重量%の量で、エルカミド、ワックス(ポリオレフ
ィンワックス)および滑剤などのスリップ剤を含有する、請求項15から18のいずれか一項
に記載の吸収性物品。
【請求項２０】
　前記不織布材料は、側面を有する不織布ウェブの層を備え、前記ポリオレフィン繊維が
、前記側面の全表面積の5%～30%の全接合表面積を有する互い違いの接合パターンによっ
て互いに接合される、請求項15から19のいずれか一項に記載の吸収性物品。
【請求項２１】
　前記不織布材料はスパンボンド材料の層を備える、請求項15から20のいずれか一項に記
載の吸収性物品。
【請求項２２】
　前記不織布材料はメルトブローン材料の層を備える、請求項15から21のいずれか一項に
記載の吸収性物品。
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【請求項２３】
　前記不織布材料は、スパンボンド材料の2つの外層と、メルトブローン材料である前記
外層間の中間層とを備える、請求項22に記載の吸収性物品。
【請求項２４】
　前記ポリオレフィン繊維は、好ましくは5重量%～40重量%の量でポリエチレンを含む、
請求項23に記載の吸収性物品。
【請求項２５】
　前記ポリオレフィン繊維は、好ましくはポリプロピレンのコアとポリエチレンの外殻と
を備えたバイコンポーネント繊維である、請求項15から24のいずれか一項に記載の吸収性
物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、吸収性物品に関し、具体的には、おむつまたは失禁ガードの形態をなし得る
使い捨て吸収性衣類などの使い捨て吸収性物品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　乳幼児および他の個人は、尿などの身体浸出物または体液を受容および収容する、乳幼
児用おむつおよび成人用失禁製品などの使い捨て吸収性物品を着用している。吸収性物品
は、1度使うだけのために構成されるものであり、液体透過性トップシートと液体不透過
性バックシートとの間に配置された吸収性コアまたはパネルを備えている。
【０００３】
　現在の商業的に入手可能な吸収性物品は通常、トップシートの側部において概ね吸収性
コアのそれぞれの側縁部の周りで上向きに延びる1対の立体ギャザーを組み込んでいる。
そのような立体ギャザーは、吸収性物品の中央股エリアのそれぞれの側縁部にバリアまた
は壁を画定し、これは、尿または液状の糞便物などの体液物の側方流動を防ぐかまたは遅
らせるように働く。
【０００４】
　上述したタイプの吸収性物品は、使用中、着用されている間に快適であるべきであり、
可能な限り通常の下着に近い、布に似た柔らかい外観を有するとともに、たとえば、物品
を身に着けるときおよび物品を取り外すときに、ユーザの手で扱い、握ることが容易であ
ることが望まれる。
【０００５】
　上述のタイプの吸収性物品の快適で、フィット性がよく、布に似た感触に関して、依然
として改善の余地がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】EP-A-1035818
【特許文献２】WO 2012/024576
【特許文献３】WO 2007/039828
【非特許文献】
【０００７】
【非特許文献１】Multi Functional Measuring System、Tissue Softness Analyzer、TSA
機器マニュアル、2013年7月8日
【非特許文献２】ISO DIN EN 20187
【非特許文献３】ISO 12625-6:2005
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
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　上述したタイプの吸収性物品を鑑みると、使用するのに快適で信頼できる、改善された
吸収性物品を提供することが目的であり、この物品は、扱いが容易であり、柔らかく布に
似た感触を有する一方で、いかなる皮膚の擦り切れも他の知覚上の不快感も防ぐだけでな
く、使用中の吸収性物品から周囲への体液の漏れをも防ぐように、良好にフィットするも
のである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　この目的は、添付の請求項1に記載の吸収性物品によって完全にまたは部分的に達成さ
れる。実施形態は、添付の従属請求項に、以下の説明に、そして図面に記載されている。
【００１０】
　したがって、着用者対向側と衣類対向側とを有する吸収性物品が提供される。吸収性物
品は、縦方向(L)および横方向(T)に延び、前端部部分と、後端部部分と、それら端部部分
の中間に位置する股部分とを有する。吸収性物品は、着用者対向側に配置されたトップシ
ートと、衣類対向側に配置されたバックシートと、トップシートとバックシートとの間に
封じ込められた吸収性コアと、着用者対向側に配置され、実質的に縦方向(L)に延びる1対
の立体ギャザーとをさらに備える。
【００１１】
　トップシートは、2.3mm/N～20mm/Nの剛さ(D)を有するシート材料をさらに備え、各立体
ギャザーは、2.0mm/N～20mm/Nの剛さ(D)を有するシート材料を備え、ここにおいて剛さは
本明細書で説明する柔らかさ試験方法に従って測定されるものである。さらに、トップシ
ートシート材料は、4.5dB V^2rms以下の柔らかさ(TS7)を有し、立体ギャザーシート材料
は、5.0dB V^2rms以下の柔らかさ(TS7)を有し、ここにおいて柔らかさは、各シート材料
の表面上で、本明細書で説明する柔らかさ試験方法に従って測定されるものである。トッ
プシートシート材料はまた、4dB V^2rms以下の滑らかさ(TS750)を有するべきであり、立
体ギャザー(14、15)シート材料は、7.0dB V^2rms以下の滑らかさ(TS750)を有するべきで
あり、ここにおいて滑らかさは、各シート材料の表面上で、本明細書で説明する柔らかさ
試験方法に従って測定されるものである。
【００１２】
　柔らかさおよび滑らかさは、各シート材料の表面上で測定され、各シート材料は、その
柔らかさ、滑らかさおよび剛さの特徴を結果として生じる少なくとも1つの表面を有する
べきである。表面は、吸収性物品の外向き表面の一部を形成するものであってよい。
【００１３】
　吸収性物品という用語は、尿および糞便などのような身体浸出物を吸収および収容する
ように、着用者の皮膚に当てて置かれる製品を指す。本発明では主に使い捨て吸収性物品
について言及しているが、それらは、使用後に洗濯されるかまたは吸収性物品として再生
もしくは再利用されることを意図しない物品である。吸収性物品は、尿漏れパッドであっ
ても、生理用パッドであっても、おむつおよび/または、当該技術分野で知られているよ
うに着用者のウエストの周りで衣類を固定するためのベルト付きまたは非ベルト付きの形
態をなし得るパンツ型の吸収性物品として着用されることが意図される失禁ガードなどの
吸収性衣類であってもよい。
【００１４】
　吸収性物品の着用者対向側は、使用中に着用者に面する側を指し、身体浸出物を受容す
るように働き、衣類対向側は使用中に着用者の反対に面する側を指す。
【００１５】
　トップシートという用語は、吸収性物品の内部カバーを形成し、使用時には着用者の皮
膚に直接接触して置かれるシートなどを指す。トップシートは、たとえば、スパンボンド
法、メルトブローン法、カード法、水流交絡法、湿式堆積法などで処理された不織布材料
などの繊維材料の形態をなすシート材料を含み得る。好適な繊維材料は、木材パルプもし
くは綿繊維などの天然繊維、ポリエステル、ポリエチレン、ポリプロピレン、ビスコース
、ナイロンなどの人工繊維、または天然繊維と人工繊維との混合物から構成され得る。不
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織布材料は、高度のポリオレフィン、特にポリプロピレンまたはポリエチレンを含み得る
。不織布材料はまた、エルカミド、ワックスおよび本明細書でさらに説明するような滑剤
などのスリップ剤を含み得る。トップシート材料はさらに、たとえば、EP-A-1035818に開
示されているような接合パターンで互いに接合され得るトウ繊維から構成されてもよい。
トップシートシート材料のさらなる例が、多孔質フォーム、有孔プラスチックフィルムな
どである。トップシート材料として適した材料は、皮膚に対して柔らかく非刺激性であり
、体液、たとえば尿を容易に透過させるものであるべきである。トップシートはさらに、
吸収性物品の種々の部において異なってもよく、たとえば、本明細書で指定するような種
々のトップシート材料を含んでもよい。本発明による吸収性物品を提供し、柔らかさ、滑
らかさおよび剛さの形態の特徴をもたらすトップシート材料は、トップシートの形態で使
用される他のシート材料のいずれよりも大きい全トップシート表面積の表面積を形成する
シートであり得る。表面は、本明細書では着用者対向表面を意味する。本発明のトップシ
ート材料は、全トップシート表面の30%以上、または50%以上の表面積を形成してもよい。
トップシートはまた、本明細書で指定するトップシートシート材料からなってもよい。本
発明による吸収性物品を提供するのに好適であり、柔らかさ、滑らかさおよび剛さの特性
の形態で特徴をもたらすシート材料は、以下でさらに説明するように、組成および/また
はプロセスのパラメータに意図的に作用することによって提供され得る。
【００１６】
　バックシートは、吸収性物品のバックカバーを形成するものであり、本明細書でさらに
詳細に説明されることになる。
【００１７】
　立体ギャザーは、股部分のそれぞれの側縁部部分にバリアまたは壁を画定し、これは、
尿または液状の糞便物などの体液物の側方流動を防ぐかまたは遅らせるように働く。立体
ギャザーは、吸収性物品の縦方向に、股部分において縦縁部に対して実質的に平行に延び
得る。立体ギャザーは、弾性材を含んでもよく、弾性の糸、ヤーンまたはリボン材料など
の弾性材料を含んでもよく、また少なくともそれらの中央部分において弾性的にギャザリ
ングされてもよく、これにより、いかなる漏れをも防ぐように良好なフィット性のための
手段がもたらされる。
【００１８】
　さらに、少なくとも1つの縦弾性要素が、縦方向(L)に沿って立体ギャザーのそれぞれの
外側の側部で延び得る各サイドフラップにおいて、股部分に配置されてもよい。各サイド
フラップは、少なくとも部分的に、立体ギャザーシート材料から作られてもよい。吸収性
物品の使用の際、弾性要素は、サイドフラップが弾性的にギャザリングされるようにする
ものであり、またレッグ弾性材としても働き、これによって、さらなる漏れバリアおよび
着用者に対する良好なフィット性が提供される。
【００１９】
　立体ギャザーは、上述した材料のいずれか、たとえばトップシートを備えていても、そ
の材料からなっていてもよい。立体ギャザーは、たとえば、本明細書でさらに説明するよ
うなスパンボンド材料などの不織布材料のシート材料を備えていても、その材料からなっ
ていてもよい。不織布材料は、高度のポリオレフィン、特にポリプロピレンまたはポリエ
チレンを含み得る。不織布材料はまた、エルカミド、ワックスおよび本明細書でさらに説
明するような滑剤などのスリップ剤を含み得る。立体ギャザーのシート材料は、スパンボ
ンド材料の2つの外層と、メルトブローン材料であるそれら外層間の中間層とを備えても
よい。またスパンボンドまたはメルトブローン材料のさらなる中間層が設けられてもよい
。立体ギャザーはさらに、吸収性物品の種々の部において異なってもよく、たとえば、本
明細書で指定するような種々の立体ギャザーシート材料であってもよい。本発明による吸
収性物品を提供し、柔らかさ、滑らかさおよび剛さの形態の特徴をもたらす立体ギャザー
シート材料は、立体ギャザーの形態で使用される他のシート材料のいずれよりも大きい全
立体ギャザー表面積の表面積を形成するシートであり得る。本発明の立体ギャザー材料は
、立体ギャザーの全シート面積の30%以上、または50%以上の表面積を形成してもよい。立
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体ギャザーはまた、本明細書で指定するような立体ギャザーシート材料からなってもよい
。上述のように、柔らかさ、滑らかさおよび剛さの特性の形態で特徴をもたらす、本発明
による吸収性物品を提供するのに好適であるシート材料は、以下でさらに詳細に説明する
ように、組成および/またはプロセスのパラメータに意図的に作用することによって提供
され得る。
【００２０】
　指定したトップシートのシート材料と立体ギャザーのシート材料との組合せを有する吸
収性物品は、柔らかく布に似た感触を着用者に与える高フィット性物品である。柔らかく
布に似た材料を組み合わせることは、皮膚の擦り切れを防ぐだけでなく、吸収性物品の着
用中に吸収性物品から周囲に体液が漏れることを防ぐ上でも役立つ。物品中の柔らかい部
分の組合せは、物品の2種類の材料間の柔らかく布に似た遷移エリアにつながり、そして
着用者の皮膚に対して知覚的には分からない柔らかい感触を遷移エリアに与えることにな
り、ここで柔らかい材料間の遷移エリアは、知覚できないかまたはほとんど知覚できない
ものである。換言すれば、本明細書で開示する物品の着用者は、物品の内部の皮膚接触面
を、変化または不規則性のない滑らかで柔らかいものとして知覚することになる。したが
って、本明細書で開示する選ばれた材料の組合せは、立体ギャザーがトップシートとは別
の要素であると着用者に感じられないようにするのに役立つ。これらの材料の組合せはま
た、特に股部分において、また存在する場合は立体ギャザーおよび/またはサイドフラッ
プにおいて、物品と組み合わせて使用される弾性材の弾性をより良好なものにする。組み
合わされたシート材料は、吸収性物品の股部分の弾性部分に十分な弾性を与えるのに必要
な弾性材料をより少なくすることを可能にし、このことは、皮膚の擦り切れおよび体液の
漏れのリスクを低減することにつながる。
【００２１】
　したがって、トップシートは、立体ギャザーのシート材料に隣接するかまたは重なり合
う表面を有するシート材料を備えてもよく、そのシート材料は、着用者に着用されるとき
に同様に柔らかい感触を与え、刺激をより少なくするものである。具体的には、トップシ
ートと立体ギャザー材料との間の継ぎ目、縫い目および/または縁部は、着用者によって
ほとんど気付かれ得ないので、それらが着用者に生じさせる刺激も少なく、与える快適性
もより高いものとなる。
【００２２】
　着用者は、既知の物品と比較して、吸収性物品の回収性と柔軟性がより高いだけでなく
、フィット性も改善されていることによって、立体ギャザーを弾性的であると実際に認め
ることになり、ここで、有効伸び率は、擦り切れおよび体液の漏れのリスクを少なくして
着用者に快適性を与えるように、柔らかい材料を組み合わせて使用することによって向上
され得る。
【００２３】
　上記で示したように、トップシートのシート材料と各立体ギャザーのシート材料は少な
くとも、吸収性物品の股部分に重なるトップシートと立体ギャザーの部分を形成し得る。
トップシートのシート材料と各立体ギャザーのシート材料のこれらの部分は、少なくとも
吸収性物品が着用者によって着用されるとき、互いに隣り合わせにまたは重なり合って配
置され得る。この配置は実際に、物品の2種類の材料間に柔らかく布に似た遷移エリアを
設け、着用者の皮膚に対して知覚的には分からない柔らかい感触をもたらすことになる。
【００２４】
　トップシートシート材料の剛さと立体ギャザーシート材料の剛さとの合計は4.5mm/N以
上となり得る。トップシートシート材料の柔らかさと立体ギャザーシート材料の柔らかさ
との合計は8.0dB V^2rms以下となり得る。トップシートシート材料の滑らかさと立体ギャ
ザーシート材料の滑らかさとの合計は8.0dB V^2rms以下となり得る。
【００２５】
　トップシートシート材料の剛さと立体ギャザーシート材料の剛さとの差は0.5mm/N以下
となり得る。トップシートシート材料の滑らかさと立体ギャザーシート材料の滑らかさと
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の差は3.0dB V^2rms以下となり得る。
【００２６】
　バックシートは、本明細書で説明する柔らかさ試験方法に従って測定した2.0mm/N～20m
m/Nの剛さ(D)を有するシート材料を備え得る。バックシート(12)シート材料は、バックシ
ートシート材料の表面上で、本明細書で説明した柔らかさ試験方法に従って測定して、16
以下の柔らかさ(TS7)を有し得る。
【００２７】
　バックシート材料は、この柔らかさ、滑らかさおよび剛さの特徴を結果として生じる少
なくとも1つの表面を有するべきである。柔らかさおよび滑らかさは好ましくは、吸収性
物品の外向き表面の一部を形成するように意図された各シートの表面上で測定される。
【００２８】
　したがって、吸収性物品は、トップシートおよび立体ギャザーの柔らかいシート材料に
加えて、剛さ、柔らかさおよび滑らかさの値で指定される柔らかいバックシートシート材
料を用いて構成され得る。
【００２９】
　バックシートは、吸収性物品のバックカバーを形成する。バックシートは、薄いプラス
チックフィルム、たとえばポリエチレンもしくはポリプロピレンフィルム、液体不浸透性
材料でコーティングされた不織布材料、液体のしみ込みに抗する疎水性不織布材料、また
は、たとえばプラスチックフィルムと不織布材料との積層体の形態をなすシート材料を備
え得る液体不透過性カバーであってもよい。外部液体不透過性カバー材料は、液体が通過
するのを依然として防ぐ一方で蒸気を吸収性コアから脱出させるように、通気性であって
もよい。通気性の外部液体不透過性カバー材料の例が、多孔質高分子フィルム、スパンボ
ンドおよびメルトブローン層による不織布積層体、多孔質高分子フィルム、本質的な通気
性を有するモノリシックフィルム、および不織布材料による積層体である。バックシート
はまた、吸収性物品の種々の部分において異なってもよい。バックシート材料は少なくと
も、股部分における各立体ギャザーとバックシートとの間の重なり合う縁部において、本
明細書で指定する柔らかいバックシート材料を備え得るかまたはその柔らかいバックシー
ト材料からなり得る。本発明による吸収性物品を提供し、柔らかさおよび剛さの形態の特
徴をもたらすバックシート材料は、バックシートの形態で使用される他のシート材料のい
ずれよりも大きい全バックシート表面積の表面積を形成するシートであり得る。表面は、
本明細書では衣類対向表面を意味する。本発明のバックシート材料は、バックシートの全
シート面積の30%以上、または50%以上の表面積を形成してもよい。バックシートはまた、
本明細書で指定するバックシートシート材料からなってもよい。上述のように、柔らかさ
、滑らかさおよび剛さの特性の形態で特徴をもたらす、本発明による吸収性物品を提供す
るのに好適であるシート材料は、以下でさらに詳細に説明するように、組成および/また
はプロセスのパラメータに意図的に作用することによって提供され得る。
【００３０】
　指定したバックシートと、トップシートと、立体ギャザーシート材料との組合せを有す
る吸収性物品は、トップシートと立体ギャザーシート材料との組合せに関して説明するす
べての利点を有する、柔らかく布に似た感触を着用者に与える高フィット性の物品である
。具体的には、股領域内のサイドフラップにおけるバックシートシート材料と立体ギャザ
ーシート材料との組合せは、皮膚の擦り切れを防ぎ得るだけでなく、吸収性物品の着用中
に吸収性物品から周囲に体液が漏れることをも防ぎ得るものであり、ここで、サイドフラ
ップの重なり合う遷移エリア内の柔らかいシート材料は知覚できないかまたはほとんど知
覚できないものである。すべての材料の組合せがまた、特に股部分において、また存在す
る場合は立体ギャザーおよび/またはサイドフラップにおいて、物品と組み合わせて使用
される弾性材の弾性をより良好なものにする。組み合わされたシート材料は、吸収性物品
の弾性部分に十分な弾性を与えるのにサイドフラップおよび/または立体ギャザーにおい
て必要な弾性材料をより少なくし得、このことは、皮膚の擦り切れおよび体液の漏れのリ
スクを低減することにつながる。
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【００３１】
　したがって、バックシートは、立体ギャザーのシート材料に隣接するかまたは重なり合
う表面を有し、着用者によって着用されるときに柔らかい感触を与えるバックシートシー
ト材料を備えてもよい。具体的には、バックシートと立体ギャザー材料との間の継ぎ目、
縫い目および/または縁部は、ユーザによってほとんど気付かれ得ないものであり、より
少ない刺激しか生じさせず、より高い着用快適性を与え得る。
【００３２】
　着用者は実際に、既知の物品と比較して、吸収性物品の回収性と柔軟性がより高いだけ
でなく、フィット性も改善されていることによって、レッグを弾性的であると、そして立
体ギャザーを弾性的であると認めることになり、ここで、有効伸び率は、擦り切れおよび
体液の漏れのリスクを少なくして着用者に快適性を与えるように、柔らかい材料を組み合
わせて使用することによって向上され得る。
【００３３】
　上記で示したように、バックシートのシート材料と各立体ギャザーのシート材料は少な
くとも、吸収性物品の股部分に重なるバックシートと立体ギャザーの部分を形成し得る。
バックシートのシート材料と各立体ギャザーのシート材料のこれらの部分は、互いに隣り
合わせにまたは重なり合って配置され得る。これらの部分は、吸収性物品のサイドフラッ
プにおいて重なり得る。
【００３４】
　バックシートシート材料の剛さと立体ギャザーシート材料の剛さとの合計は4.5mm/N以
上となり得る。バックシートシート材料の柔らかさと立体ギャザーシート材料の柔らかさ
との合計は19dB V^2rms以下となり得る。
【００３５】
　バックシートのシート材料の剛さと立体ギャザーシート材料の剛さとの差は0.8mm/N以
下となり得る。
【００３６】
　トップシートおよび立体ギャザーの一部であり、バックシートの一部でもあり得るシー
ト材料は、柔らかい吸収性物品に、吸収性物品を着用するユーザの皮膚に対する布に似た
知覚的には分からない柔らかい感触を与えるためのそのようなシート材料において使用す
るための、たとえば本明細書で説明した材料のうちのいずれかであり得る。本発明による
吸収性物品において使用するのに好適であるシート材料は、組成および/またはプロセス
のパラメータに意図的に作用することによって、柔らかさ、滑らかさおよび剛さの特性の
形態をなす特徴を有するように提供され得るが、材料の引張強度などの他の特性は、吸収
性物品における使用に依然として許容可能となるべきである。たとえば、不織布内の繊維
のポリマーは、柔らかく滑らかな感触を与えるように選択され得るが、ここで、ポリプロ
ピレンなどのポリオレフィンは実際に、たとえば、ポリエチレンテレフタレート(PET)よ
りも柔らかい材料を提供する。さらに、繊維厚さ(好ましくは薄い)および繊維の長さ、な
らびに好ましくは最小に保たれるべき接合エリアに作用すること、および、たとえば、エ
ンボス加工およびリングローリング手順によって影響を受ける不織布の接合パターン(低
パーセンテージの接合エリアでカレンダリングされた接合パターン)および他の構造を修
正することも行い得る。
【００３７】
　また、スリップ剤および溶融添加剤などの添加剤が、吸収性物品において使用するため
の柔らかい不織布材料を提供することを支援し得る。また、バックシートの積層体のウェ
ブ材料においてしばしば用いられるものなど、プラスチックフィルムが、たとえば、直鎖
状低密度ポリエチレン(LLDPE)および低密度ポリエチレン(LDPE)、ならびに/またはポリプ
ロピレンなど、様々なタイプのポリエチレンタイプを使用して、斤量、充填材入りのまた
は通気性のフィルムの充填材含有量、延伸のプロセスおよび方向、通気性およびポリマー
組成を修正することによって影響を及ぼされ得る。また、不織布ウェブなどの別のウェブ
材料へのフィルムの積層は、たとえば、接着剤含有量、接着剤塗布量、接着剤パターンお
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よび接着剤の量を修正することによって影響を及ぼされ得る。積層体をより柔らかくする
ために、積層体はまた、たとえば、リングローリングまたはエンボス加工の1つまたは複
数の加工ステップを受け得る。
【００３８】
　バックシート材料、立体ギャザーシート材料および/またはトップシート材料はしたが
って、繊維の不織布材料を含み得る。不織布材料は、ポリプロピレン含有繊維など、ポリ
オレフィン含有繊維を含み得る。ポリプロピレンなどのポリオレフィンは、50重量%以上
、または75重量%以上の量で存在してもよい。繊維は、ポリオレフィンワックスなどのス
リップ剤、エルカミドおよびオレアミドなどの一級および二級アミド、ならびにステアリ
ル誘導体を含有してもよい。スリップ剤は、0.1重量%～5重量%の量で存在してよい。ポリ
オレフィン含有繊維はポリエチレンを含んでもよい。繊維は、5重量%～40重量%の量でポ
リエチレンを含有してもよい。ポリオレフィン含有繊維は、たとえば、ポリプロピレンの
コアとポリエチレンの外殻とを備えたバイコンポーネント繊維であってもよい。
【００３９】
　不織布材料は、ともに材料の主平面に対して平行である平面内で延びる第1の側面と第2
の側面とを有する不織布(不織布ウェブ)の層を備え得るが、ここでポリオレフィン繊維は
、第1の側面の全表面積の5%～30%の全接合表面積を有し得る互い違いの接合パターンによ
って互いに接合され得る。
【００４０】
　不織布材料はスパンボンド材料の層を備えてもよく、この層はまた接合パターンを有す
るウェブであってもよい。不織布材料はまた、メルトブローン材料の層を備えてもよい。
不織布材料はその場合、スパンボンド材料の2つの外層と、それらの外層の間の中間層と
を備えてもよく、その中間層は、たとえば、スパンボンド-メルトブローン-スパンボンド
(SMS)材料を形成するメルトブローン材料である。また、付加的なスパンボンドおよびメ
ルトブローン層が不織布材料の一部であってもよい。
【００４１】
　本発明について、これから実施形態と図面を参照してより詳細に説明することにする。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】本発明による柔らかい材料を用いて配置され得る、おむつの形態をなす吸収性物
品の一実施形態を示す。
【図２】線II-IIに沿った図1に示す吸収性物品の第1の実施形態の横断側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００４３】
　本発明は、尿などの身体浸出物または体液を受容および収容する、乳幼児用おむつおよ
び成人用失禁製品の形態をなす吸収性衣類などの吸収性物品に関する。吸収性物品は、1
度使うだけのために構成されるものであり、液体透過性トップシートと液体不透過性バッ
クシートとの間に配置された吸収性コアまたはパネルを備えている。
【００４４】
　以下では、吸収性物品は、おむつの形態をなす吸収性衣類によって例示される。
【００４５】
　図1はおむつ1の形態をなすそのような吸収性物品1などを示している。
【００４６】
　おむつ1は、縦方向Lおよび横方向Tと、前端部部分2と、後端部部分3と、端部部分2、3
の中間に位置する股部分4とを有している。端部部分2、3は、おむつ1の縦方向Lにおいて
股部分4のいずれかの側に置かれ、着用者の前に向かってそして後ろに置かれることを意
図したものである。股部分4は、吸収性物品1のうちの、吸収性物品1の着用中に着用者の
股に対して置かれるように、また吸収性物品1に到達する体液に対する主な捕捉エリアを
構成するように意図された部分である。前端縁部および後端縁部5、6は、横方向Tに延び
、側縁部7、8は、前部分2から後ろ部分3へと概ね縦方向Lに延びている。
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【００４７】
　おむつ1は、2つの面9、10を有し、それらの面の一方は、使用中に着用者に面し、身体
浸出物を受容するように働き、本明細書では着用者対向側9と呼ばれ、それらの面のもう
一方は、使用中に着用者の反対側に面し、本明細書では衣類対向側10と呼ばれる。衣類対
向側10は、着用者の衣服に面するように意図されている。おむつ1は、着用者対向側9上に
配置されたトップシート11と、衣類対向側10に配置されたバックシート12とを備えている
。吸収性コア13が、トップシート11とバックシート12との間に封じ込められている。
【００４８】
　トップシート11は、おむつ1の内部カバーを形成し、使用時には着用者の皮膚に直接接
触して置かれるシートなどを指す。トップシート11は、柔らかく布に似た感触をもたらす
ための、トップシート11で使用するための本明細書で説明する材料のうちのいずれか1つ
であり得るシート材料を備えてよく、これは、おむつ1を着用するユーザの皮膚に対する
知覚的には分からない柔らかい感触のために互いの隣に配置される材料の間の遷移エリア
に、組み合わされた柔らかさと滑らかさとを与えるために、本明細書でさらに説明するお
むつ1の他の材料と組み合わされた柔らかさの特性をもたらし得る。シート材料は、たと
えば、本明細書でさらに説明するようなスパンボンド材料などの不織布材料であってもよ
い。不織布材料は、高度のポリオレフィン、特にポリプロピレンおよび/またはポリエチ
レンを含み得る。不織布材料はまた、エルカミド、ポリオレフィンワックスおよび/また
は本明細書でさらに説明するような滑剤などのスリップ剤を含み得る。
【００４９】
　バックシート12は、おむつ1のバックカバーを形成している。バックシート12は、柔ら
かく布に似た感触を持つ、外部カバーまたはその一部分を設けるための、バックシート12
で使用するための本明細書の上記で説明した材料のうちのいずれか1つであり得るシート
材料を備えてよく、これは、互いの隣に配置される材料の間に、組み合わされた柔らかさ
を与えるために、本明細書でさらに説明するようなおむつ1の他の材料と組み合わされた
柔らかさと滑らかさの特性をもたらし得る。シート材料は、たとえば、本明細書でさらに
説明するようなポリエチレンおよび/またはポリプロピレン繊維などのポリオレフィン繊
維を含んだ不織布材料を含み得る。
【００５０】
　立体ギャザー14、15の形態をなす1対の縦漏れバリアが、トップシート11の側部16、17
において吸収性コアのそれぞれの側縁部の周りに、着用者対向側9に配置されている。立
体ギャザー14、15は、股部分4のそれぞれの側縁部部分にバリアまたは壁を画定し、これ
は、尿または液状の糞便物などの体液物の側方流動を防ぐかまたは遅らせるように働く。
立体ギャザー14、15は、図1で分かるように、おむつの縦方向Lに股部分4において縦縁部2
1に対して実質的に平行に延びている。立体ギャザー14、15は、弾性材18、19を含んでお
り、少なくともそれらの中央部分において弾性的にギャザリングされ、いかなる漏れをも
防ぐように良好なフィット性のための手段をもたらす。
【００５１】
　サイドフラップ20、21が立体ギャザー14、15の外側の側部において延びており、各サイ
ドフラップ20、21は、股部分4の縦方向に沿って、股部分4に少なくとも1つの縦弾性要素2
2a-b; 23a-bを持っている。おむつの使用の際、弾性要素22a-b; 23a-bは、サイドフラッ
プ20、21が弾性的にギャザリングされるようにするものであり、またレッグ弾性材料とし
ても働き、これによって、さらなる漏れバリアおよび着用者に対する良好なフィット性が
提供される。
【００５２】
　図に示すように、立体ギャザー14、15はおむつの全長にわたって縦方向Lに延びている
。しかしながら、用いられる製造技法によっては、立体ギャザー14、15がおむつの横縁部
5、6の手前で終端してもよい。図2から最も容易に明らかとなるように、各立体ギャザー1
4、15は、自立形の第1の端縁部領域24、25と、少なくともバックシート12および/または
トップシート11に取り付けられた第2の端縁部領域26、27とを有している。自立形の第1の
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端縁部領域24、25はその近位端部28、29から自在に延びている。股領域4において、近位
端部28、29はこの場合、サイドフラップ20、21およびレッグ弾性材料22a-b; 23a-bから横
方向内向きに位置している。
【００５３】
　各立体ギャザー14、15の弾性材18、19は、図に示すように、従来の方式で縦方向Lに延
びる弾性材料の糸18、19、ヤーンまたはリボンを収容する第1のポケット内の自立形の第1
の端縁部領域24、25に配置され得る。第2の端縁部領域26、27は、それらが股領域で取り
付けられているバックシートとともに、各レッグ弾性材料22a-b; 23a-bのレッグ弾性チャ
ネルを区切っている。レッグ弾性材料はまた、縦方向Lに延びる弾性材料の糸22a-b; 23a-
b、ヤーンまたはリボンであってもよい。1本または複数本の糸、ヤーンまたはリボンが、
各立体ギャザー14、15内およびレッグ弾性材料内に弾性材料を形成するために使用され得
る。
【００５４】
　図2に示すように、トップシート11は、少なくとも股領域4では、立体ギャザー14、15に
よって区切られた領域内に配置され得る。しかしながら、用いられる製造技法によっては
、トップシート11は、バックシート12と立体ギャザー14、15との間で横方向に延び、それ
によってサイドフラップ20、21(図示せず)の一部を形成し得ることが理解されよう。立体
ギャザー14、15は、代替的に、当該技術分野で知られているように、立体ギャザー14、15
の近位端部28、29の手前で終端し、図1に示すように側縁部7、8にまで横方向に延びなく
てもよい。
【００５５】
　立体ギャザー14、15は、上記で説明した材料のいずれか、たとえばトップシートを備え
ていても、その材料からなっていてもよい。立体ギャザーは、たとえば、本明細書でさら
に説明するようなスパンボンド材料などの不織布材料のシート材料を備えていても、その
材料からなっていてもよい。不織布材料は、高度のポリオレフィン、特にポリプロピレン
またはポリエチレンを含み得る。不織布材料はまた、エルカミド、ポリオレフィンワック
スおよび/または本明細書でさらに説明するような滑剤などのスリップ剤を含み得る。立
体ギャザー14、15のシート材料は、スパンボンド材料の2つの外層と、それら外層間の中
間層とを備えてもよく、中間層はメルトブローン材料である。またスパンボンドまたはメ
ルトブローン材料のさらなる中間層が設けられてもよい。
【００５６】
　吸収性コア13は、少なくともおむつ1の股部分4においておむつ1のトップシート11とバ
ックシート12との間に配設された吸収性構造である。吸収性コア13は、セルロースの毛羽
立ちパルプ、フォーム、繊維の詰め物などの1つまたは複数の層など、当該技術分野で知
られている任意の好適な吸収性材料または流体取込み材料から作られてよい。吸収性コア
13は、ヒドロゲルの形成時に多量の流体を吸収および保持する能力を有する材料である、
超吸収材として一般に知られている高吸収性高分子材料の繊維または粒子を含み得る。超
吸収性ポリマーは、0.9重量パーセントの塩化ナトリウムを含有する少なくとも約20倍の
重量の水溶液を吸収することが可能な水膨潤性で水不溶性の有機または無機材料である。
超吸収材は、セルロースの毛羽立ちパルプと混合されてもよく、かつ/または吸収性コア1
3内のポケットまたは層内に配置されてもよい。吸収性コア13は、吸収性コア13の特性を
改善するための構成成分をさらに取り入れてもよい。そのような構成成分のいくつかの例
が、当該技術分野で知られているようなバインダー繊維、液体分散材料、液体捕捉材料な
どである。
【００５７】
　おむつ1は、複数の吸収性コア13を備えてもよい。それらのコアは、たとえば、上部の
大型コアと下部の小型コアであってもよい。より小型の上部コアと大型の下部コアとを備
える逆の構成も当該技術分野において知られている。
【００５８】
　トップシート11および立体ギャザー14、15の一部であり、バックシート12の一部でもあ
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り得るシート材料は、柔らかい吸収性物品に布に似た感触と吸収性物品1を着用するユー
ザの皮膚に対する知覚的には分からない柔らかい感触とを与えるためのそのようなシート
材料において使用するための、本明細書で説明した材料のうちのいずれか1つであり得る
。シート材料は、本発明に従って、剛さ、柔らかさおよび滑らかさの特性を有するべきで
ある。本発明による吸収性物品1において使用するのに好適であるシート材料は、組成お
よび/またはプロセスのパラメータに意図的に作用することによって提供され得るが、材
料の引張強度などの他の特性は、吸収性物品1における使用に依然として許容可能となる
べきである。たとえば、不織布内の繊維のポリマーは、柔らかく滑らかな感触を与えるよ
うに選択され得るが、ここで、ポリプロピレンなどのポリオレフィンは、たとえば、ポリ
エチレンテレフタレート(PET)よりも柔らかい材料を提供し得る。さらに、繊維厚さ(薄い
のが好ましい)および繊維の長さ、ならびに好ましくは最小に保たれるべき接合エリアに
作用することも可能となり得る。当業者はまた、たとえば、エンボス加工およびリングロ
ーリング手順によって影響を受ける不織布の接合パターン(低パーセンテージの接合エリ
アでカレンダリングされた接合パターン)および他の構造を修正することも行い得る。
【００５９】
　また、スリップ剤および溶融添加剤などの添加剤が、吸収性物品1において使用するた
めの柔らかい不織布材料を提供することを支援し得る。また、バックシート12の積層体の
ウェブ材料(層)としてしばしば用いられるものなど、プラスチックフィルムが、たとえば
、LLDPEおよびLDPE、ならびに/またはポリプロピレンなど、様々なタイプのポリエチレン
タイプを使用して、斤量、充填材入りのまたは通気性のフィルムの充填材含有量、延伸の
プロセスおよび方向、通気性およびポリマー組成を修正することによって影響を及ぼされ
得る。また、不織布材料などの別のウェブ材料へのフィルムの積層は、たとえば、接着剤
含有量、接着剤塗布量およびパターン、ならびに接着剤の量を修正することによって影響
を及ぼされ得る。積層体をより柔らかくするために、積層体はまた、リングローリング、
エンボス加工または通気性のための微細穿孔など、1つまたは複数のさらなる加工ステッ
プを受け得る。
【００６０】
　バックシート12のシート材料、立体ギャザー14、15のシート材料および/またはトップ
シート11のシート材料はしたがって、繊維の不織布材料を含み得る。不織布材料は、ポリ
プロピレン含有繊維など、ポリオレフィン含有繊維を含み得る。ポリプロピレンなどのポ
リオレフィンは、50重量%以上、または75重量%以上の量で存在してもよい。繊維は、ポリ
オレフィンワックスなどのスリップ剤、たとえばエルカミドおよびオレアミドなどの一級
および二級アミド、ならびにステアリル誘導体を含有してもよい。スリップ剤は、0.1重
量%～5重量%の量で存在してよい。繊維は、2.5dtex未満のテックスを好適には有してよい
。テックスは、繊維の単位当たりの重量のメトリック測定値である。これは、10キロメー
トル(1000メートル)の繊維のグラム単位の重量に数値的に等しい。繊維は、0.5μm～100
μmの繊維直径を有し得るが、ここで、スパンボンド繊維は通常、10μm～100μmの範囲に
あり、メルトブローン繊維は通常、0.5μm～10μmのより小さい範囲にある。繊維に使用
されるポリプロピレン材料のメルトフローレート(MFR)は、ASTM試験法D1238、2.16kgを使
用して測定して、好適には90dg/分未満である。
【００６１】
　不織布材料は、ともに材料の主平面に対して平行である平面内で延びる第1の表面と第2
の表面とを有する不織布材(不織布ウェブ)の層を備え得るが、ここでポリオレフィン繊維
は、第1の表面の全表面積の5%～30%の全接合表面積を有し得る互い違いの接合パターンに
よって互いに接合され得る。接合エリアと非接合エリアとの互い違いパターン、ポリプロ
ピレン含有繊維などのポリオレフィン含有繊維、および非接合エリアの大面積の組合せは
、繊維がさらにスリップ剤を含有する場合に特に、高度な柔らかさをもたらし得る。
【００６２】
　不織布材料はスパンボンド材料の層を備えてもよく、この層はまた接合パターンを有す
るウェブであってもよい。不織布材料はまた、メルトブローン材料の層を備えてもよい。
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不織布材料はその場合、スパンボンド材料の2つの外層と、それらの外層の間の中間層と
を備えてもよく、その中間層は、たとえば、スパンボンド-メルトブローン-スパンボンド
(SMS)材料を形成するメルトブローン材料である。また、付加的なスパンボンドおよびメ
ルトブローン層が材料の一部であってもよい。
【００６３】
　ポリオレフィン含有繊維はポリエチレンを含んでもよい。繊維は、5重量%～40重量%の
量でポリエチレンを含んでもよい。ポリオレフィン含有繊維は、好ましくはポリプロピレ
ンのコアとポリエチレンの外殻とを備えたバイコンポーネント繊維であってもよい。
【００６４】
　理解されるように、本発明のシート材料は、不織布材料などの材料の1つまたは複数の
層を含んでもよい。単一の不織布層がその場合、5g/m2～30g/m2の範囲の斤量を有しても
よく、またそれらから形成された各シート材料は、5g/m2～80g/m2の範囲の斤量を有し得
る。
【００６５】
　また、柔らかく強いシート材料が得られるように、特定の接合パターンが選択されても
よい。不織布材料の接合パターンは、たとえば、WO 2012/024576に記載されているダイヤ
モンドパターンを採用してもよい。たとえば、バックシート材料は、そのようなダイヤモ
ンドパターンを有し、WO 2007/039828に記載されているプロセスに従ってフィルムに積層
されている不織布材料を含んでもよい。
【００６６】
　接合パターンはまた、ウェブの形態をなす不織布材料に、非接合エリアと接合エリアと
の互い違いのパターンを与えることによって設けられてもよく、その接合エリアは、ウェ
ブの横方向(CD)に延びるロッドの形態をなすものである。横方向は、ウェブ材料が製造さ
れる製造ラインを通じてウェブ材料が前進する方向に対して実質的に垂直である、ウェブ
材料に沿った方向である。ロッドは、ロッド接合部を形成するパターンを一方が含むロー
ルの間のカレンダーニップにウェブをさらすことによって与えられてもよい。
【００６７】
　このようにして、不織布材料は、立体ギャザー、トップシートおよび/またはバックシ
ートのシート材料の不織布ウェブを形成し得る。そのような不織布材料は、付加的に繊維
内にスリップ剤を含み得る複数のポリプロピレン含有繊維を含んでもよい。ウェブは、個
々の接合エリアの互い違いのパターンを設けられた側部を有してもよく、それらの接合エ
リアは、ウェブの横方向に配置されたロッドの形態をなし、個々の接合エリアの互い違い
のパターンは非接合エリアを画定する。接合エリアの表面は、側部の全表面の5%～30%の
範囲にあってもよく、非接合エリアの表面は、側部の全表面の70%～95%の範囲にあっても
よい。そのような材料は、柔らかくかつ強くなり得る。
【００６８】
　当業者には理解されるように、多数の実施形態および代替形態が本願の範囲内で考えら
れる。たとえば、一態様は、添付の特許請求の範囲に従う剛さ、柔らかさおよび滑らかさ
の特性を有するトップシート材料を有することを唯一の選択肢とした、添付の特許請求の
範囲に従う剛さ、柔らかさおよび滑らかさの特性を有するバックシートおよび立体ギャザ
ーのシート材料で構成された吸収性物品であってもよい。シート材料の構成および材料の
含量はすべて、本明細書で説明した通りであってよい。
【００６９】
試験方法の例および説明
　本発明による吸収性物品において使用するためのシート材料を、柔らかさ、滑らかさお
よび剛さの特性に関して調べた。以下で説明するような柔らかさ試験方法で測定されるこ
れらの特性は、使用時の柔らかさ、快適性および信頼性の要件を満たす材料を吸収性物品
が提供するかどうかを試験するために用いられ得ることが判明した。
【００７０】
　さらに、柔軟材料を備える吸収性物品を、弾性立体ギャザーならびにレッグ弾性を有す
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るサイドフラップの有効伸び率について試験したところ、良好な有効伸び率は、吸収性物
品が弾性部分において良好な回収率と柔軟性をもたらすことを示し、このことは柔軟材料
との組合せにより、擦り切れおよび体液の漏れのリスクを抑えて着用者に快適で良好なフ
ィット性をもたらすことに寄与する。
【００７１】
柔らかさ試験方法-TSA法
　種々のシート材料の柔らかさ、滑らかさおよび剛さの特性が、柔らかさ試験方法(TSA法
-ティッシュソフトネスアナライザ法)で分析され得るが、これは、音波を用いるものであ
り、ティッシュまたは不織布などの薄い材料に対するハンドパネルテストとよく相関する
ことが示されている方法である。この柔らかさ試験方法はしたがって、本明細書で説明し
たトップシート、バックシート、および立体ギャザーシート材料などのシート材料の好適
な柔らかさ、滑らかさおよび剛さを決定するために用いられてきた。
【００７２】
　この試験方法は、EMTEC electronic GMBH(Gorkistrasse 31; D-04347 Leipzig Germany
)から入手可能な2013年7月8日付のTSA機器マニュアル(Multi Functional Measuring Syst
em、Tissue Softness Analyzer)の概要に、その中にまたは以下に記載されている設定ま
たは修正を伴って従うものである。
【００７３】
TSAの技術的な基礎
　繊維材料の手触りは、分子レベルにおけるポリマーからマクロレベルにおける繊維網ま
で、様々なレベルにおいて構成成分に影響を受ける。個々の繊維の剛さ、内部構造、繊維
間の結合強度、軟化剤の薬品などはすべて、手触りに影響を及ぼすが、クレーピングおよ
びエンボス加工など、ウェブ材料の機械的処理もまた手触りに影響を及ぼす。その原理に
より、TSA分析は、様々なレベルにおける材料の違いの影響を測定し得る。
【００７４】
測定原理
　サンプルは、ドラムヘッド(drumhead)のような測定セルに固定される。下には振動セン
サが置かれ、上には、規定の荷重でサンプルに押し付けられる回転羽根を有する垂直可動
測定ヘッドが置かれる。手順のステップ1では、規定の速度での回転が実行される。サン
プルの上での羽根の動きが、様々な種類の振動/ノイズを発生させ、それらが振動センサ
で検出されることになる。手順のステップ2では、弾性、粘弾性および塑性特性を測定す
るために、サンプルが表面に対して垂直に変形される。
【００７５】
評価
　測定のステップ1から結果として得られる振動/ノイズスペクトルは、(a)膜などのサン
プルの垂直振動と、(b)表面の上で移動するときに羽根が繊維によって瞬間的に阻止およ
び逆行されることによって引き起こされる羽根自体の水平振動の励起との重ね合わせであ
る。
【００７６】
　測定のステップ2では、ロータが、サンプルに対して垂直な方向に3つのサイクルで規定
の荷重を加え、その荷重(F)は0mN、100mN、および一定の600mNである。
【００７７】
　この測定原理のさらなる詳細について、Emtecマニュアルを参照する。測定された変形D
は材料の剛さに相関する。
【００７８】
　したがって、この方法により、結果として3つのパラメータ、すなわち、TS7-柔らかさ
、TS750-滑らかさおよびD-剛さが得られ、これらはすべて、物品が着用者に対して柔らか
く布に似た感触を持ち得るかどうかを評価することに関連している。Dの値が高いこと、
またTS7およびTS750の値が低いことは、人が手で触れたときに所望の柔らかい材料を提供
することに対応することが示されている。
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装置、材料および条件
　上述したように、この試験方法は、EMTEC electronic GMBH(Gorkistrasse 31; D-04347
 Leipzig Germany)から入手可能な2013年7月8日付のTSA機器マニュアル(Multi Functiona
l Measuring System、Tissue Softness Analyzer)の概要に、その中にまたは以下に記載
されている設定または修正を伴って従うものである。
【００８０】
　EMTEC electronic GMBH(TSA Tissue Softness Analyzer、model B458; UC version 1.7
2、Serie no.: 16.02.04.14.32; Software: emtec 3.18 13-ems-143; Hard Ware: 2.4 an
d Windows 7 Enterprise Service pack 1)によるTissue Soft Analyzer(TSA)を本方法に
よる測定で使用した。
【００８１】
　吸収性物品を形成するようにシート材料が他の材料と互いに組み合わせられる前に、シ
ート材料からサンプルを採取した。各シート材料サンプルのサンプル直径は112.8mmであ
り、試験した直径は約70mmであり、ここで、器具の標準的なロータ(直径が約59mm)を2rps
の回転速度で使用した。
【００８２】
　測定の柔らかさ共鳴周波数ピークは6,500Hzであった。
【００８３】
　TSA器具によって測定されるTS7(柔らかさ)およびTS750(滑らかさ)の値は、2つの標準的
なEmtec基準値および検証サンプル(Ref 2 TSおよびRef 2.4 TS)を使用することによって
制御された。
【００８４】
　すべての測定および較正は、概してISO DIN EN 20187に従って、23℃(±1℃)および50%
r.H(±5%)の標準的な気候条件で実施された。
【００８５】
　TSAは、ISO 12625-6:2005に従ってサンプルの坪量と厚さ(重量測定)を決定するための
バランスを備えたものである。
【００８６】
例-柔らかさ試験方法
バックシートシート材料-サンプルおよび結果
　添付の特許請求の範囲に従う吸収性物品において使用するためのバックシートシート材
料を、柔らかさ試験方法で試験した。シート材料は、コア中に70重量%のポリプロピレン
を含有する1.0デニール～2.0デニールのバイコンポーネント繊維の不織布ウェブと、30重
量%のポリエチレンのアウターシートとを含むものであった。ウェブは18g/cm2の斤量を有
していた。不織布材料は、25%の接合表面積を備え、たとえばWO 2012/024576に記載され
ているようなダイヤモンド接合パターンで作られたものであった。WO 2007/039828に記載
されているプロセスに従って1g/m2の接着剤を使用して不織布をフィルムに積層した。フ
ィルムは、WO 2007/039828に記載されている通りに形成された15g/m2の通気性ポリエチレ
ンフィルムであった。最終的なシート材料は34g/m2の斤量を有していた。
【００８７】
　比較として、基準材料(Clopay Europeから入手可能なCAL C29H)を試験した。この材料
のシートは、CaCO3を充填され、通気性(15gsm)となるように延伸され、接着剤(2gsm)を使
用して標準的なPP不織布(12gsm)に積層されたPEフィルムから製作されたものであった。
【００８８】
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【表１】

【００８９】
　Table 1(表1)に記載する結果は、バックシートの柔らかいシート材料が実際に、基準材
料と比べて、より低い柔らかさの値と、より高い剛さを示し、したがって、本発明の吸収
性物品において使用するための適切な剛さを有する柔らかいシート材料を形成することを
表している。このことはまた、本明細書で試験された柔らかいシート材料のおむつを形成
することによって確認されている。この柔らかい材料に触れる人はまた、基準材料よりも
柔らかいとみなしている。
【００９０】
トップシートシート材料-サンプルおよび結果
　添付の特許請求の範囲に従う吸収性物品において使用するための2つのトップシートシ
ート材料を、柔らかさ試験方法で試験した。各シート材料は、溶融添加剤を使用して横方
向(CD)に円形ロッドの形態をなす接合エリアを有する、繊維のスパンボンド含有材料であ
った。柔らかいスパンボンド材料#2は、ポリプロピレン(MFR 25: LyondellBasell Moplen
 HP462R; CAS Registry #9003-07-0; 95重量%)と、白色染料(Ampacet White 41088; 1重
量%)と、スリップ剤(Clariant Cesa-Slip PP 42161; Material Number: PPA0050079; 3重
量%)と、局所治療薬(chill & Seilacher Silastol PHP26; 1重量%)とを含むものであった
。柔らかいシート材料#1は同様の内容物を有していた。
【００９１】
　比較として、基準材料(SS5FW-01 016DS/016DU、FITESA、スウェーデン)を試験した。
【００９２】

【表２】

【００９３】
　Table 2(表2)に記載する結果は、トップシートシート材料の柔らかい材料が実際に、基
準材料と比べて、より低い柔らかさおよび滑らかさの値と、より高い剛さを示し、したが
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って、本発明の吸収性物品において使用するための適切な剛さを有する柔らかいシート材
料を形成することを表している。このことはまた、本明細書で試験された柔らかいシート
材料のおむつを形成することによって確認されている。この柔らかい材料に触れる人はま
た、基準材料よりも柔らかいとみなしている。
【００９４】
立体ギャザーシート材料-サンプルおよび結果
　添付の特許請求の範囲に従う吸収性物品において使用するための立体ギャザーシート材
料を、柔らかさ試験方法で試験した。各シート材料は、溶融添加剤を使用して横方向(CD)
に円形ロッドの形態をなす接合エリアを有する、繊維の不織布材料であった。不織布材料
は、スパンボンド-メルトブローン-スパンボンド(SMS)の形態をなすものであった。この
柔らかい材料は、ポリプロピレン(MFR 25; CAS Registry #9003-07-0; 76重量%)と、ポリ
プロピレン(MFR 800; CAS Registry #9003-07-0; 20重量%)と、白色染料(TiO2 1重量%)と
、スリップ剤(Erucamide; 3重量%)とを含むものであった。
【００９５】
　比較として、基準材料(H0101502/H20101500/H50101500、Fibertex)を試験した。
【００９６】
【表３】

【００９７】
　Table 3(表3)に記載する結果は、立体ギャザーシート材料の柔らかい材料が実際に、基
準材料と比べて、より低い柔らかさおよび滑らかさの値と、より高い剛さを示し、したが
って、本発明の吸収性物品において使用するための適切な剛さを有する柔らかいシート材
料を形成することを表している。このことはまた、本明細書で試験された柔らかいシート
材料のおむつを形成することによって確認されている。この柔らかい材料に触れる人はま
た、基準材料よりも柔らかいとみなしている。
【００９８】
有効伸び率
　有効伸び率としての弾性特性を、非伸長位置から完全長へと引張試験機でサイクルされ
る、明確に定義された試験片に対して測定する。有効伸び率(Tt)は、無影響の収縮した状
態から完全長へ引っ張られるときのサンプルの伸び率として定義され、これは、無影響の
サンプルの長さのパーセントで計算および表現される。
【００９９】
　立体ギャザーならびにサイドフラップ(レッグ弾性材)における良好な有効伸び率は多数
の理由により有益であり、たとえば、良好な有効伸び率を有する柔らかい材料を備える吸
収性物品は、擦り切れおよび体液の漏れのリスクを抑えて着用者に快適性を提供するため
に、弾性部分において良好な回収率と柔軟性をもたらす。
【０１００】
　立体ギャザーおよびサイドフラップをはさみで各サンプルのおむつから取り外した。次
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はInstron corporationsから入手可能)のジョーの間に挿入した。サンプルは、たるみな
しに、しかし依然として大きな引張り力なしに挿入されるべきである。サンプルは次いで
、500mm/分のクロスヘッド速度で3つのサイクルで伸長される。終点は3つのサイクルにわ
たって同一であり、材料が過剰に引っ張られることなしにサンプルが十分に引っ張られる
かまたは伸長される点に設定されるべきである。この点は、たとえば、別の引張試験で決
定され得る(ここで応力-ひずみ曲線は急激に上向きとなり、またここで材料の折り目およ
びしわが伸ばされる)か、または同じ効果を得るために段階的に増加する重りを立体ギャ
ザー細片につるすことによって決定され得る。有効伸び率(パーセント単位)は、以下の公
式に従って、第3のサイクルからのデータから読み取られる。
【０１０１】
【数１】

【０１０２】
上式において
L=完全に伸長されたときのサンプル長さ
L0=初期のクランピング長さ(たとえば、50mm)に永久変形の長さを加えたもの
【０１０３】
　この後者の長さは、(第3の)復帰サイクルにおいて、ゼロ点から、力が0.1N未満となる
点にかけて、応力/ひずみグラフのひずみ軸上で取られるものである。
【０１０４】
例-有効伸び率
　従来の吸収性物品(SCA Hygiene ABによって製造されたもの)から取った基準サンプルと
「柔らかい」吸収性物品から取ったサンプルとで比較試験を行った。従来の吸収性物品は
、上記の柔らかさ試験方法で試験された基準シート材料と同等の柔らかさ、滑らかさおよ
び剛さ特性を有するシート材料を有するものであった。柔らかい吸収性物品は、上記の柔
らかさ試験方法で試験されたものに対応する、本発明の柔らかいシート材料を有するもの
であった。試験した吸収性物品の立体ギャザーおよびサイドフラップの構造は、他のすべ
ての点で等価に保たれた。
【０１０５】
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【表４】

【０１０６】
　Table 4(表4)およびTable 5(表4)に記載する結果から、従来のシート材料から柔らかい
不織布シート材料への変更は、測定される有効伸び率に著しい効果をもたらすことが明ら
かとなった。
【符号の説明】
【０１０７】
　　1　吸収性物品
　　2　前端部部分
　　3　後端部部分
　　4　股部分
　　5　前端縁部
　　6　後端縁部
　　7　側縁部
　　8　側縁部
　　9　着用者対向側
　　10　衣類対向側
　　11　トップシート
　　12　バックシート
　　13　吸収性コア
　　14　立体ギャザー
　　15　立体ギャザー
　　18　弾性材
　　19　弾性材
　　20　サイドフラップ
　　21　サイドフラップ
　　22a-b　弾性要素
　　23a-b　弾性要素
　　24　第1の端縁部領域
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　　25　第1の端縁部領域
　　26　第2の端縁部領域
　　27　第2の端縁部領域
　　28　近位端部
　　29　近位端部

【図１】 【図２】
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